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新年のご挨拶
第55回徳島県商工会議所議員大会
あなんまちバル
青年部「スカイランタンFESTIVAL」
水ものがたり
ふなどころ通信
女性会創立50周年記念ツアー募集

※見出し一部抜粋

四国霊場第二十一番　太  龍  寺
徳島県阿南市加茂町

『幸福・豊穣をもたらす』とされる初日の出参りの習慣は、日本
古来の四方拝という天皇の元旦の儀式が始まりで、それが庶民
の間に現在の形で広まり、初日の出を拝むという習慣になった。
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阿南商工会議所女性会

会長   町田哲子

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２

０
２
６
年
の
新
春
を
お
迎
え
し
、
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
の
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性
会
は
、
昨
年
、
創
立
50
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
、

地
域
に
寄
り
添
い
女
性
の
力
を
集
結
し
て
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
に
改
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝

の
意
を
捧
げ
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年
11
月
に
は
阿

南
市
内
の
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

21
番
札
所
太
龍

寺
と
22
番
札
所
平
等
寺
や
一
宿
寺
か
ら
の
遍
路
道
入

口
に
、
10
年
後
20
年
後
の
満
開
の
桜
を
想
像
し
、
枝

垂
れ
桜
の
植
樹
を
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
３

月
27
日
に
は
「
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
巡
礼　

桜
巡

り
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
て
お
り
、
阿
南
市
内
の
四
国

八
十
八
ヵ
所
霊
場
の
巡
礼
・
高
野
山
大
学
よ
り
講
師

を
お
迎
え
し
て
の
特
別
講
演
会
・
枝
垂
れ
桜
の
見
学

な
ど
地
元
市
民
の
皆
様
や
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
巡
礼
の
皆
様
へ
の
「
お
接
待
」
や
、

夏
祭
り
の
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
大
作
戦
」、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や

夏
の
温
暖
化
防
止
対
策
の
為
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
女
性
会
事
業
を
邁
進
し
て
来
れ
た
の

も
、
阿
南
商
工
会
議
所
親
会
を
は
じ
め
、
企
業
関
係

各
位
の
長
年
に
わ
た
る
温
か
い
ご
支
援
や
ご
指
導
並

び
に
、
歴
代
の
会
長
・
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
陰
に
よ
り
、
今
日
の
女
性
会
へ
と
成
長
・
発

展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
「
交
流
」・「
連
携
」・「
地
域
貢
献
」
を
大

切
に
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
へ
向
け
た
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
社
業
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化

や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地
政

学
リ
ス
ク
に
加
え
、関
税
・
輸
出
管
理
・

産
業
補
助
・
投
資
審
査
な
ど
が
複
合
的

に
作
用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が
進
行

す
る
な
ど
、
不
確
実
性
が
一
段
と
高

ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本
経

済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向
け
た

兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃
金
が

追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金
の
着
実
な
回

復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た

り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払

拭
し
、
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ

確
実
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
日
本

経
済
の
「
再
出
発
」
に
向
け
た
最
大
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、

憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高
市

総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各
国
首
脳
と

の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、
首
脳
間
の

信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、高
市
総
理
が
議
長
を
務
め
る「
日

本
成
長
戦
略
会
議
」に
お
き
ま
し
て
も
、

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17

の
戦
略
分
野
へ
の
投
資
に
加
え
、
人
的

資
本
の
強
化
、労
働
市
場
改
革
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な

ど
、
将
来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課

題
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成

長
戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間

の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど
も
の

責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
に
〜
「
変
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済
へ

の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の
99
・７
％
、

雇
用
の
約
７
割
（
３
大
都
市
圏
を
除
く

と
約
９
割
）
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

円
安
・
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
、
人
手
不
足

や
労
務
費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低

迷
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業

が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る
外

部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な
ど
、
絶
え

ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重

要
で
す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代

に
お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
が
互
い
の

強
み
を
持
ち
寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共

に
創
り
、
共
に
分
か
ち
合
う
「
価
値
共

創
」
の
発
想
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
経
済
を
支
え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済

の
再
出
発
」に
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価
値
共

創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

以
下
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
当
所

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現
に

向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長
型
経

済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ

シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に

よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ
へ
と

転
換
し
、
賃
金
と
投
資
の
好
循
環
を
持

続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
と
取
引
適

正
化
の
推
進
は
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙
げ
て
一
層
強

化
す
べ
き
課
題
で
す
。
加
え
て
、
経
済

安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

両
立
、
過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た

金
融
政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持

続
可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
『
稼

ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長
型
経
済

の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
付
加
価
値
と
生
産
性
の
向
上
が

不
可
欠
で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保

護
・
活
用
、海
外
展
開
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と

し
て
、
よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上

に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」で
す
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、
地
域

に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政
支
援
、
地
域
の

産
業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
商
工
会

議
所
の
主
要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、

当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地
商
工
会
議
所

が
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と
い

う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、
全
国

各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の
生

の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題

の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
は
「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場
の
声
に
真

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
中
小
企
業
と
地

域
の
活
性
化
、
日
本
経
済
の
さ
ら
な
る

成
長
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日本商工会議所
会頭   小 林    健

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、

　
　

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

、
首
脳
間
の

の
会
談
を
精
力
的
に
行
い

れ

し
た
。

信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら

ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重

要
で
す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の
時
代

る
中
小

ぐ
力
』

の
実
現

業
者
の

不
可
欠

Ｇ
Ｘ
の

護
・
活

プ
と
の

れ

す

議所

  健

上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
お
慶
び
申
し

― 

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発 

―

―
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
―
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常議員

村田　浩司
八重川海運株式会社

監査役

常議員

元木　厚博
四国電力㈱徳島支店営業部阿南営業所

所長

常議員

八木　健造
八木建設株式会社
代表取締役

常議員

湯浅　恭介
志満や運送株式会社
代表取締役

常議員

横手晋一郎
阿南生コンクリート工業㈱

代表取締役

常議員

若木　康正
若木機工有限会社
代表取締役

監事

谷口　順二
日電徳島株式会社
代表取締役

監事

徳弘　裕二
㈱四国銀行阿南支店

支店長

監事

横手　俊夫
㈲リフレッシュ阿南
専務取締役

議員

青木　　晃
葵建設株式会社
代表取締役

議員

青木　孝憲
有限会社青木産業
代表取締役

議員

池添　恭弘
㈱橘コーポレーション

代表取締役

議員

石川　高義
石川木産
代表者

議員

今治　広行
株式会社いまじ
代表取締役

議員

岩城　由美
医療法人翠松会岩城クリニック

経営企画室長

議員

江本　憲市
江本食品有限会社
代表取締役

議員

大上　善弘
㈱保険パートナーまごころ

代表取締役

議員

大津　裕哉
有限会社大津屋
代表取締役

議員

岡澤　　智
阿波製紙㈱阿南事業所
取締役上席執行役員

議員

岡久　喜寛
有限会社岡久運送
代表取締役

議員

岡本　忠晃
有限会社ガレージ岡本

代表者

議員

片山　　毅
太陽高速印刷有限会社

代表取締役

議員

河内　志郎
桜マテリアル株式会社
代表取締役相談役

議員

佐々木一成
佐々木運輸機工㈲
代表取締役

議員

佐竹　義治
阿南信用金庫
会長

ẙ ʖɹ˒˵
Ŵ˳ˏ˕Ś˭̃ˎʽ˅˞ŵ ??

社会インフラ整備促進特別委員会
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国土交通省で地域の現状を伝える兼松会頭

国土交通省　酒井副大臣へ要望財務省　中谷副大臣へ要望

議員

柳本　義雄
株式会社ベルフォーレ

代表取締役

議員

山本　史夫
大和観光株式会社
代表取締役

議員

横手　光晴
光晴汽船株式会社
代表取締役

議員

吉岡　陽子
美原工業株式会社
代表取締役

議員

和渕　祐子
わぶちピアノ教室

代表者

　

来
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
財
務
省
が
各
省
庁
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
時
期
に
合
わ
せ
て
、
10
月

28
日
㈫
・
29
日
㈬
に
、
兼
松
会
頭
（
阿

南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
長
・
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議

会
長
）
が
、
岩
佐
阿
南
市
長
・
橋
本

那
賀
町
長
と
と
も
に
国
土
交
通
省
及

び
財
務
省
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
酒
井
庸
行
副

大
臣
、
沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
、
林
正

道
水
管
理
・
国
土
保
全
局
長
、
財
務

省
で
は
、
中
谷
真
一
副
大
臣
と
面
会

し
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
及
び
阿
南

安
芸
自
動
車
道
の
早
期
完
成
と
長
安

口
ダ
ム
改
造
事
業
、
小
見
野
々
ダ
ム

再
生
事
業
が
早
期
完
了
す
る
よ
う
、

本
事
業
に
係
る
令
和
７
年
度
補
正
予

算
及
び
令
和
８
年
度
予
算
確
保
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
の
手
交
の
あ
と
、
地
元
企

業
の
代
表
者
や
女
性
団
体
の
代
表
者

が
地
域
の
現
状
を
伝
え
、
徳
島
南
部

　

令
和
７
年
12
月
９
日
㈫
、
Ｊ
Ｒ

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
於
い

て
第
55
回
県
連
議
員
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
徳
島
県
選
出
国
会
議
員

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
臨
席
の
も

と
、
県
内
６
商
工
会
議
所
か
ら
約

80
名
が
出
席
し
、
当
所
か
ら
は
役

員
・
議
員
等
14
名
が
出
席
し
た
。

　

大
会
で
は
徳
島
県
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
活
力
強
化
集
会
の

決
議
事
項
（
案
）
と
し
て
、

１
．
地
域
経
済
の
活
力
強
化
に
つ

い
て

２
．
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

３
．
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
対
策
に
つ
い
て

国土交通省　酒井副大臣へ要望財務省　中谷副大臣へ要望

令
和
７

ホ
テ
ル
ク

て
第
55
回

さ
れ
た
。

を
は
じ
め

と
、
県
内

80
名
が
出

員
・
議
員

大
会

小
規
模
事

決
議
事
項

１
．
地
域

い
て

２
．
ま
ち

よ
る
地

３
．
南
海

規
模
災

第55回徳島県商工会議所議員大会開催される

初
予
算
編
成
に
あ
た

来
年
度
の
当
初各

省
庁
の
ヒ
ア
リ
ン

り
、
財
務
省
が
各

グ

0

高
規
格
道
路
整
備
及
び
河
川
整
備
に
必
要
な

予
算
確
保
に
向
け
て
要
望
活
動
を
実
施

自
動
車
道
の
全
線
開
通
と
阿
南
安
芸

自
動
車
道
の
早
期
整
備
、
安
定
し
た

企
業
活
動
の
た
め
河
川
整
備
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
、
地
元
の
声
と
し
て

熱
心
に
要
望
し
ま
し
た
。

４
．
脱
炭
素
社
会
実
現
に
つ
い
て

の
４
項
目
の
要
望
書
（
案
）
を
発

表
し
、
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
大
会
終
了
後
に
、
日
本
商

工
会
議
所
事
業
部
の
木
内
部
長
よ

り
「
重
要
政
策
課
題
の
動
向
に
つ

い
て
」、
神
戸
税
関
業
務
部
の
東

海
調
査
官
よ
り
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
利
用
促

進
に
向
け
た
税
関
で
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
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ἦᾧ ӷ◑ȭɵ  

一般財団法人 尾道海技学院  尾道海技大学校（養成科）

1/15╬1/15╬徳島阿南校
内燃機関 六級海技士内燃機関 六級海技士

ҥ қ Ụ ́ , ₡ ᴃ ,

ἦᾧ ӷ◑ȭɵ  
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